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（取引先金融機関の貸出姿勢等について）Ⅳ 特別調査事項Ⅱ

特別調査事項Ⅱとして、取引先金融機関の貸出姿勢等について県内中小企業

に尋ねたところ、次のような結果となった。

○ １年前と比べた現在の取引先金融機関の貸出態度については、約８割の企

業が「ほとんど変わらない」とする中、２年連続で前回調査と比べて「緩や

かになった」が減少し 「厳しくなった」が増加した。、

○ この１年における銀行からの借入形態については 「信用保証を付してい、

る （５２.０％）が最も多く、次いで「無担保 （４４.８％）だった。」 」

○ 県制度融資の利用状況については、４６.９％の企業が「利用したことが

ある」としており 「知っているが利用したことがない」とする企業を合わ、

せると８５.６％となり、県制度融資が多くの中小企業に周知されているこ

とを示している。

１ 取引先金融機関の貸出態度について

（集計表Ｐ５４参照）（１）１年前と比べた現在の取引先金融機関の貸出態度について

現在の取引先金融機関の貸出態度について、１年前と比べ「厳しくなった」か「緩や

かになった」かを県内中小企業に尋ねたところ、全体では「ほとんど変わらない」とす

、 「 」（ ）る企業が７９.８％と最も多数を占めている中 ４年ぶりに 厳しくなった １２.５％

が「緩やかになった （７.７％）を上回った。」

前回調査と比べると、全体、業種別ともに 「緩やかになった」が減少し 「厳しくな、 、

った」が増加した。

現在の取引先金融機関の貸出態度について(全体)
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現在の取引先金融機関の貸出態度 現在の取引先金融機関の貸出態度

について(製造業) について(非製造業)

（集計表Ｐ５５参照）（２）貸出態度が「厳しくなった」と考える理由について（複数回答）

「厳しくなった」と回答した企業に対して、そう考えた具体的理由について尋（１）で

「金利引き上げ （５１.０％）が最も多く、次いで「新規貸出のねたところ、全体では 」

拒否 （４５.８％ 「担保・保証条件の厳格化 （３４.２％）と続いている。」 ）、 」

、「 」（ ） 「 」前回調査と比べると 審査期間の長期化 ８.３ポイント増 及び 新規貸出の拒否

（３.７ポイント増）が増加し 「金利引き上げ （１４.１ポイント減）が大きく減少し、 」

た。

「厳しくなった」とする具体的理由（全体 （複数回答））

（貸出態度が「厳しくなった」と回答した企業）
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（集計表Ｐ５６参照）２ この１年における銀行からの借入形態について（複数回答）

全体では「信用保証を付している」（５２.0％）が最も多く、次いで「無担保」

（４４.８％ 「第三者保証人が不要 （２０.６％）と続いている。）、 」

この１年における銀行からの借入形態（複数回答）

３ 県制度融資の利用状況等について

（集計表Ｐ５７参照）（１）県制度融資の利用状況について

全体では、「現在利用している」が２６.４％、「過去に利用したことがある」が２０.５％

となっており、合わせると４６.９％の企業が県制度融資を利用したことがあるとしてい

る。また、「知っているが利用したことはない」（３８.７％）とする企業を合わせると

８５.６％となり、県制度融資が多くの中小企業に周知されていることを示している。

県制度融資の利用状況について
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（集計表Ｐ５８参照）（２）制度融資について期待すること（複数回答）

（１）で「現在利用している 「過去に利用したことがある」及び「知っているが利用」、

したことはない」と回答した企業に対して、制度融資について期待することを尋ねたとこ

ろ、全体では「低金利 （７５.０％）が最も多く、次いで「無担保・無保証人 （５２.０」 」

％ 「手続の簡素化 （３７.５％）と続いている。）、 」

制度融資について期待すること（複数回答）

1.8%

20.6%

40.0%

51.7%

71.8%

2.8%

20.6%

34.7%

52.3%

2 .3%

20 .6%

52 .0%

78.6%

37 .5%

75 .0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

その他

融資実行までの
期間短縮

手続の簡素化

無担保・無保証人

低金利

　全         体

　製   造   業

　非 製 造 業


